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起　ある小さな町におばあさんがいました。おばあさんが頼りにしていた店がありました。しかし、
どんどん人口が減っていき、その店がなくなり遠い町まで買い物に行かなくてはならなくなりまし
た。そんな時、震度5の大地震がおき、停電になってしまいました。さらに、避難場所が災害によって
限られ、海も汚れ魚などの食べ物もなくなっていきました。



承　避難場所が限られてしまい、食料不足になってしまった。国に支援金を貰おうとするが、人口が
少ないため貰えない。ほかの地域からの負担金を貰いましたが、使い切ってしまい、食料もほとんど
なくなってしまいました。栄養失調のため、お腹が痛い人がたくさんいましたが、病院もないままで
す。若い人達は、みんな他の町に行ってしまい人口はもっと減りました。



転　そこで!!町長さんが除雪を呼びかけました。更に隣町から食料を貰いました。町民で町を修理し
て、今ある物を使って、仮設住宅を建て。農業を再開しました。別海町の自慢の牛乳で別海町を建て
直す!!海もきれいにして漁業も再開です!!



結　この町に元々住んでいた若い人もが戻ってきて、お金も増えていきました。そのお金を使って必
要最小限の建物を建てました。そして、次の災害が起きた時のために施設を建て直したり、避難場所
をつくって訓練をやったりしていきました。お年寄りや障害者にやさしくできて、住みやすい町を目
指して進んでいきました。


